
平成 29 年 2 月 15 日 

福井県病院薬剤師会 会員 各位 

福井県病院薬剤師会 

会長   高嶋 孝次郎 

 

「医薬品安全性評価に関する調査」協力依頼 

 

時下 皆様におかれましては 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、ご多忙中とは存じますが、別紙のように「医薬品安全性評価に関する調査」協力依頼がきて

おりますので、ご協力お願いします。 

尚、不明な点等ありましたら、事務局（水野・中根）までご連絡をお願いいたします。 

 

記 

 

「医薬品安全性評価に関する調査」協力依頼（別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本病院薬剤師会 会員 各位 

 

平素より大変お世話になっております。 

AMED 研究班の調査へのご協力のお願いでご連絡差し上げます。 

お忙しいところ誠に恐れ入りますが、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

近年、医療現場の薬剤師がより積極的に医薬品安全性評価に関わることが期待されている一方、総務省からは、

医療従事者がいわゆる副作用報告に十分貢献していないと指摘されております。そこで、厚生労働省、日本病院

薬剤師会のご協力の下、日病薬全会員を対象とした下記調査を実施しておりますが、回答率が未だ数％と非常に

低い状況です。 

 

「医薬品安全性評価に関する調査」 

対象：日本病院薬剤師会全会員約 48,000 人 

回答：http://www.pharm.hosp.tohoku.ac.jp/AMED/ 

（数分で済みます。回答期限：3月末（延長致しました）） 

 

十分な回答率に基づく結果を厚生労働省等へ報告する必要があると考えております。 

Web による回答期限を 3 月末日まで延長いたしましたので、貴都道府県病薬全会員に対して今一度ご周知いただ

ければ幸いに存じます。集計結果は速やかにご報告致します。 

ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

AMED 委託研究 

「医療機関および薬剤師における副作用等報告制度の認識と実践の 

実態把握とその推進に関する研究」 

代表：東北大学病院薬剤部・教授/薬剤部長 眞野 成康 

協力：日本病院薬剤師会・会長  木平 健治 

協力：日本病院薬剤師会・副会長 土屋 文人 

 

【問い合せ先】 

東北大学病院薬剤部 小原 拓  

電話:022-717-7528、メール：obara-t@hosp.tohoku.ac.jp 
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